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はじめに

私 の担 当する講義 ､
｢ ゲノム の科学+ で は ､ ゲノム の

構造, 機能, ゲノム情報の統合とゲノムデ ー タベ
ー ス に

つ い て解説を行 っ て い る｡ またこの講義では ､ ゲノム情

報の全体を備撤し個々 の情報 - 至 る視点の理解に留意

して い る
｡

これまで ､ 授業毎に平均1 0 頁におよぶ文書資料によっ

て補足してきたが ､ 複雑な構造を持 つ 生体情報を傭撤

し つ つ 個々 の情報を説明する､ 生物や分子の形や動き､

現象の 複雑なプ ロ セ ス を解説する､ などの場面で不便

を感じて いた｡ そ こで ､ 平成1 4年度教養教育実施委員

会経費の措置を受け､ コ ン ピ ュ ー タ ー を利用して教材を

作成し, 液晶プ ロ ジ ェ クタ
ー で投影する事にした｡ また､

L A N を利用して公開デ
ー タベ ー ス - 実際にアクセスし､

情報を得ることを通じてゲノム 情報に対する学生の 関心

を深める事を試みた｡

Ⅰ 画像を多用した教材の開発

この 講 義で は ､ 図や 表を多用 する｡ そ こで ､
コ ン

ピ ュ ー

タ
ー に 画像をあらかじめ取り込み､ 講義の ポイント

を解説した後に ､
これらの画像を示して具体例を解説す

る､ という流れに沿 っ て教材を作成した｡

作成 の 際､ 電子顕微鏡写真や分子 モデル などの画像

を多用するため､ 個々 の画像を高画質にすると, 全体の

フ ァイルサイズが大きすぎて表示に時間がかかる､ 投影

中に強制終了するなどの 不具合が生じる｡ しか し､ むや

みに圧縮すると画質が低下して ､ 液晶プ ロ ジ ェ クタ
ー か

らスクリ ー ン上 に投影されたときに画像の肝心 な部分が

判別不能になる｡ そこで ､ 講義前に実際に投影し, 調

整し つ つ 教材を準備し､ 実際 の講義に使用した｡

そ の結果､ 平成1 4 年度には図が見難いという学生から

の クレ
ー

ム はなくな っ た｡ (平成13 年度まで は, 資料提

示装置を使用して い たが ､ 画質が悪く､ 学生からの ク

レ
ー ムが毎回あ っ た｡)

Ⅱ 公開ゲノムデ ー タベ ー ス の利用

公開デ
ー タ ベ ー ス 上 の ゲノム 情報の 利用法に つ い て

は ､ 本来 ､ 専門科目で教育される べ き事柄で あろう｡ し

かし､ 講義で学習した様々な情報に自らアクセスし､ 情

報を取得することを通じて ､ 講義に対する関心を高めさ

せると同時に ､ 記号化された遺伝子情報の意味と成り立

ちに つ い て理解が深まると期待した｡

課題の説明

当初考えたのは ､ デ
ー

タベ
ー ス に つ い て解説する講

義の 回の み コ ンピ ュ
ー

タ
ー

を備えた情報演習室で行うこ
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1 . デ ー タ ベ ー

ス検索課題における参考資料

とで あ った｡ ところが ､
1 0 0 名を超える人数を収容できる

演習室は ない ことがわか っ た (他大学では2 00 名収容の

演習室を備えて いるところもある) 0

次に, 各自にノ ー

トパ ソコ ン を持ち込んでもらい ､ 無

線L A N を使用して講義中にアクセス を試みてもらおうと

考えた｡ しか し, 無線L A N 整備 の 教室の つ もりが , 実際

には整備されておらず､ この案も却下した｡

最終的に, 情報検索の 手順､ すなわちアクセ ス 時の

ウインドウに コ メントを添えたもの を印刷して参考資料と

して配付し (図1 - 1 , 1
- 2 ) ､ 配付資料と同 一

の 手順

を教官の コ ンピ ュ ー タ ー で 行 い ､ ス クリ
ー

ン 上 に投影し

てみせることにした｡ 学生には ､ 学内に整備されて いる

コ ン ピ ュ ー タ ー 端末を利用 して 貰い ､ 取得デ ー タを レ

ポ
ー

トとして提出させた ｡

今回､ 課題としたのは ､ 任意 の遺伝子の完全長c D N A

の情報の取得で ある｡ あらかじめ､ デ ー タベ ー ス構築の

歴史と意義を解説し (表 1 ) ､ 実際に スクリ ー

ン 上にお

い て , 指定U R L に ア クセ スして から遺伝子情報を取得

するまで のデ モ ン ストレ ー ション を行 っ た｡ また､ ここで

は示さないが取得デ ー タとその表示例を文書にて配付し

た
｡ さらに , 以下 の文書を添付して指示を徹底させた｡

1
. U R L: w w w . n cbi. nl m . nih .g o v に ア クセ スして下さい ｡

2 . S e ar ch メ ニ ュ ー から ｢ n u cle otid e+ を選択 ｡

(参考資料②)

3
. 遺伝子の名前 ( 3 文字ある いは英文正 式名称) a n d

c o m p let e C D N A s eq u e n c eと書き込む｡

-
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2 . デ ー タベ ー ス 検索課題における参考資料

表 1 . ゲ ノム 学に 関連する公開デ ー タ ベ ー ス

m R N A . c o rn pJe t e c d s

千

デ ー タベ ー ス (種類) 場 所 U R L

M E D u N E (文献) N a ti o n al Lib r a r y of M edi ci n e w w w . nl m . nih .g o v

G e n B an k (塩基配列) N a ti o n al C e n t e r fo r Bi o t e ch n ol o g y l n fo r m ati o n w w w . n cbi . nl m .nih .g o v

E M B L (塩基配列) E u r 9p e a n Bi oi n fo r m ati c s l n stit u te w w w . ebi .a c . u k

D D B J(塩基配列) 国立遺伝学研究所 w w w .d dbj. ni g . a cJ p

S W IS S - P R O T (a a配列) S wi s s l n stit u t e of Bi oi n fo r m ati c s w w w . e x p a s y . ch

P I R ( アミ ノ酸配列) N a ti o n al B i o m e di c al R e s e a r c h F o un d ati o n w w w . n b rf . g e o r g et o wn . e d u

P R F ( ア ミ ノ酸配列) 蛋白質奨励研究回 w w w .p rf . o r .jp

P D B (立体構造) R e s e ar ch C oll ab o r at o r y fo r S tr u ct u r al Bi oi n fo rm ati c s w w w . r c sb . o r g

C S D (立体構造) C a m b ri d g e C r y s tal 1 o g r a p hi c D at a C e n t e r w w w . c cd c . c am
,
a c . u k

K E G G ( パ ス ウ ェ イ) 京都大学化学研究所 w w w .g e n o m e . a d .jp

ー 4 3 -



( 参考資料③の②)

4
. G o コ マ ンドをクリッ クする｡

( 参考資料③の③)

5
. 検 索結果から任意 の遺伝子を選んで ､ a c c e s si o n n o .

をクリッ クする｡ ( 参考資料③の④)

6 . 表示された情報はあなたが選んだ遺伝子の c D N A の

情報とアミノ酸酉己列の情事臥 その他が含まれてい ます｡

これを印刷して下さい ｡

レポ ー トの傾向

レポ ー トにお い て報告する遺伝子の選択に つ い ては ､

学生に任せたが ､ 医学部 ､ 歯学部の 受講者が 多い こと

を反映して ､ ア ル ツ ハ イ マ ー 病の 原因遺伝子を調 べ て

きた者が多か っ た｡ また ､ 講義にお い て解説を行 っ た ､

様々な現象に関与する遺伝子の 中から, 特 に, R N A の プ

ロ セ ッ シ ン グ の過程で , 選択的ス プライシ ン グにより性

を決定するs xl( s e x le th al) 遺伝子に つ い て報告した者も

多か っ た｡ ( これらに つ い ては特に集計しなか っ たの で ､

採点後の 主観的な記憶､に基づ い て いることをお断りして

おく) ｡

最近はゲノム プロ ジ ェ クトの進展に伴 い ､
一 つ の 遺伝

子を選択しても膨大な検索結果が表示されるため (特に

S N P s の デ
ー

タなど) ､ 情報にたどりつ けない 学生が いる

の では ないかと危ぶんだが , 課題 の指示を理解出来な

か っ た学生はた っ た 2 名で あ っ た｡ ほとんどの 学生は指

示を良く理解しており､ さらに高度な内容を求めてくる学

生が1 0 名ほど い た ( Ⅳを参照) ｡ ちょ っ とび っくりさせら

れた の は , 蛋白質の 高次構造デ ー タ ベ ー

ス の ア クセ ス

方法に つ い て質問する者が い たことで ある ( フリ ー

ウ ェ

ア のイン スト ー

ル が必要) ｡ 大体の方法を説明したところ､

遺伝子のみならず ､
立体構造の 画像情報まで取得してリ

ポ
ー

トしてくれた｡

Ⅲ 課題図書の選定に関する問題

さて､ 講義に対するモ テ ィ ベ ー シ ョ ン を高めるため ,

課題図書を指定し, そ の読後レポ ー トを課した ｡ 平成1 4

年度は立花隆著 ｢2 1 世紀知の挑戦+ ( 文芸春秋社) を採

用した｡ 立花隆氏の 自然科学系の著書は ､ どちらかとい

うと科学技術礼賛の趣がある｡ モ テ ィ ベ ー シ ョン の 向上と

いう意味で は ､ この 課題図書は効果が あ っ たようで ある

( Ⅳ参照) ｡ ちなみに, 平成1 3 年度は遺伝子治療に実際

に携わ っ て い る研究者自身によ っ て書かれた, 遺伝子

治療に関する批判記事を選んだ｡ 平成1 3 年度は同
一

の

ア ンケ ー トを行 っ て いな い の で ､ 客観的な比較は 出来な

いが ､ レポ ー ト内容の熱心､さ､ 情報収集の積極性は , 辛

成14 年度 の方が高か っ たと思う｡ つ まり科学技術に対し

て肯定的な内容の 方が筆は進む , ということか ｡ 本来な

らば､ 肯定的, 批判的､ 双方の 立場の著述を紹介する

べ きで あると考えつ つ , 時間的制約から 一

方 の みにな っ

てしまっ た のだが ｡

課題図書を課すもう 一

つ の理由は ､ ゲノム情報や機能

の利用に伴 っ て生じる社会的 ･ 倫理的な問題に つ い て､

学生に考える機会を持たせ る事で ある｡ 社会的 ･ 倫理的

問題とは ､ 例えば､ 組換えD N A 技術を利用して作られ

た 件物 ( G M 作物) の栽培および流通の 是非や遺伝子

治療の 問題､ 遺伝子型や血液の 検査に伴う個人情報の

漏洩 - の 不安､ クロ
ー

ン 生物などである｡ 講義 の 内容と

してシラ バ ス には挙をヂて い ない が ､ この講義を受講した

あとも､ 継続的に関心を持 っ て自ら情報を収集し､ 考え

続けて欲しい問題で ある｡

毎年, そ のような社会的 ･ 倫理的な問題に対して他の

学生がどのように考えて い るの か討論の場が欲しい ､ と

いう意見が提出レポ ー

トの 中に必ず出てくる｡ 講義中に

対応する時間的な余裕がない ため､ せ っ かくの積極的

な意見ではあるが ､ 実現するの はなかなか難しく､ 残念

で ある｡

Ⅳ アンケ ー ト集計結果

デ ー タ ベ ー ス からの 情報取得､ 課題図書に つ い て,

簡単なアンケ ー

トを実施した｡ 回答者は1 18 名であ っ た｡

- デ ー

タ ベ
ー ス検索に つ いて 一

設問 1 . デ ー タ ベ ー

ス の 利用法に つ い て の講義の試み

に つ い てどのように考えますか ｡

選択肢

A . 今後の勉学にとっ て有意義で ある｡

B . 不 要だと感じる｡

C
. その他

選択肢 人 数 割合 (% )

A 11 0 9 3
.
2

B 3 2 .5

C 5 4 .2

未回答 0 0

C に つ い て は ､
｢将来何の 役に立 つ の か+ という意見

があ っ た｡

設問 2 . デ ー タ ベ ー

ス 利用によ っ て講義の内容の 理解

を深めることが 出来ましたか ｡

選択肢

A
. は い ｡ B .

い い え｡ c . その他｡

選択肢 人 数 割合 ( % )

A 8 7 7 3
.
7

B 13 ll .0

C 6 5 .1

未回答 1 0
.
8

-

4 4
-



設問 3 . 内容の程度に つ い て ｡

選択肢

A . 今回 の内容で十分

B
. もっ と高度な内容まで知りたか っ た｡

C . その他 ｡

選択肢 人 数 割合 ( % )

A 1 0 2 8 6 .4

B 1 0 8 .5

C 5 4 .3

未回答 1 0 .8

高度な内容を期待して い る人が8 .5 % もい るが ､ 多く

の 学生は ､ 英語で書か れたH P に牌易 (多分) とい っ た

ところで はないか ｡

設問 4 . 本来, コ ン ピ ュ ー タ ー を備えた演習室で行うべ

きで したが , 人数の 関係から各自検索結果を文書で提

出して頂くことになりました｡ こ の方法に つ い てどのよう

にお考えですか ｡

選択肢

A . 今回のようにアクセ ス方法に つ い て文書で提示され

れば問題ない ｡

B . ア クセ ス の方法に つ い ては問題ない が , 学内で使

用できるコンピ ュ
ー

タ
ー

が 限られて いる｡

C .
コ ン ピ ュ ー タ ー

教室を使 っ てもっ と丁寧に教えて欲

しい
｡

選択肢 人 数 割合 ( % )

A 8 4 7 1
.
2

B l l 9 .3

C 1 9 1 6 .1

未回答 4 0
.
8

B および C は ハ ー ドの 問題であり､ 多人数収容の演習

室設置は 難しいとしても, 設置端末数 の増設は是非御

検討願いた い ｡

一 課題図書につ い て 一

設問 5 . 課題図書の内容に興味を持てましたか ｡

選択肢

A . は い ｡ B . い い え｡ C . そ の他｡

選択肢 人 数 割合 ( % )

A 1 0 8 9 1 .5

B 6 5 .1

C 4 3 .4

未回答 0 0

設問 6 . 課題図書は講義の 理解を深めるの に役立ち

ましたか?

選択肢

A
. は い ｡ B .

い い え｡ C . そ の他｡

選択肢 人 数 割合 ( % )

A 1 12 94 .9

B 2 1 .7

C 3 2 .5

未回答 1 0 .8

設 問 5 ､ 6 ともに肯定的な評価なの は ､ 課題図書の

内容に大きく依存して いると思う｡ 課題図書は , 内容が

古すぎず, 学生に負担がかかりすぎない値段で購入で

きることを基準に選んだ｡

おわりに

これまで は学生の 意欲や興味がよく掴めずにい たが ､

学生 の 関心を高め ､ 学 んだ事に対 して 自覚的になる､

或 い は主体的になれるような､ こちらからの アクションが

不足して い たということが分か っ て ､ 良い経験であ っ た｡

しか し
､ 私自身に教育を自己評価する, というスキル

が 欠けており, ア ン ケ ー トを回収した後で ､ あれもこれ

も聞けば良か っ た､ と思うことしきりであ っ た｡

平成1 4 年度は ､ たまたま､ 応用生物化学科の実習カ

リキ ュ ラム移行期で ､ 第 2 学期 の専門講義を開講せず､

時間的なゆとりができたため､ ここに報告したような試み

を行うことがで きた｡ それでも､ 1 30 人以上 の学生 の ､

二 つ の レポ ー

ト, 小 テ ストおよび期末テ ストを評価する

の に､ 成績 の提出期限ぎりぎりまでか か っ た｡

最後になるが , 多人数に対応で きる情報演習室や端

末の 増設､ 機器がより充実することを願う｡

-

4 5 -


